
令和元年度  学校評価について

(朝来市立生野小)学校

4 3 2 1

家庭や地域の人々への情報発信

オープンスクール（学校公開）
など住民参加の教育活動の推進

豊かな集団生活が営まれる学級
づくり

児童生徒の内面理解を図る指導
の工夫

いじめ、不登校、問題行動、
ネットトラブル等への適切な対
応

進路指導（中） 進路選択能力の育成

マニュアルの点検・見直し

地域課題に応じた防災、防犯教
育の実施

自ら学び自ら考える力の育成 指導内容の工夫改善 73% 27%

基礎・基本の定着と個に応じた学習指導の充実
指導内容・指導方法の工夫改
善、評価方法の創意工夫

73% 27%

道徳教育 授業研究の充実と指導の工夫 80% 20%

外国語教育（小） 授業研究の充実と指導の工夫 93% 7%

総合的な学習の時間 全体計画に基づく工夫改善 40% 53% 7%

人権教育 人権尊重の精神の育成 47% 53%
・発達段階に応じた人権教育や福祉施設訪問などの
取組を行っている。
・今後も継続して、これらの取組を進めていく。

体験活動の充実
自然学校、トライやる・ウィー
ク等を含めた体験活動の充実

93% 7%

・自然学校や環境体験学習だけでなく、各学年にお
いても特色のある活動を行っている。
・今後継続して効果的な指導が行えるよう計画して
いく。

キャリア教育
社会的自立に必要な態度や能力
の育成

40% 60%
・キャリア教育の視点で各教科などの指導内容・目
標を見ていくことが必要である。

特別支援教育
校内の指導体制、個に応じた指
導

67% 30% 3%
・ＵＤ（一人一人の教育的ニーズに応じた個別指導
の工夫）について引き続き研修を行っていく。

あさごドリームアップ事業 特色ある学校づくり 93% 7%

・地域の外部講師を招き、ふるさとの歴史や文化を
学ぶ特色ある取組を行っている。

その他

＊学校関係者評価の意見は文章表現でお願いします。

4：よくできた　3:できた　2：あまりできなかった　1:全くできなかった

課
題
教
育

・交通面や防犯面を考えた通学路点検を行うことが
できた。
・児童への安全指導の徹底や関係機関と連携した実
践的な訓練に取り組んでいく。

教
育
課
程

開かれた学校づくり

・
・
・
・

67% 33%

・学年での集団づくりはもちろん、縦割り活動を生
かした異年齢での集団づくりにも力を入れ、コミュ
ニケーション能力育成に取り組んでいる。
・定期的に「生活アンケート」や「いじめアンケー
ト」を実施し、アンケート結果や生活状況をもと
に、毎月の生活指導委員会で課題解決策を検討し、
全職員理解のもと指導に当たるようにしている。
・児童の様子について、アンテナを高く、保護者と
連絡を密に協力しながら指導に当たる。

危機管理体制の整備

・教育活動全体を通して、児童の主体性やコミュニ
ケーション能力を高める取組を進めている。
・特別の教科道徳の指導方法・評価方法の工夫につ
いて引き続き研修を行っていく。
・全教職員が、さらに深い児童理解により一人ひと
りを把握した指導やICTを活用しより分かりやすい
指導が行えるよう研修を進めていく。
・来年度から本格実施される教育課程にともない、
授業時間数が増加する。児童にとって、大きな負担
増にならないように特別活動の持ち方工夫し時間割
編成に取り組んでいく。
・児童や教職員が精神的・時間的にも余裕を持ち、
教科の基礎・基本をしっかり身につけるため、行事
の精選に取り組んでいく。

76%

56%

評価の観点
回答者数(％表示）

今後の改善について

生徒指導
学
校
運
営

44%

24%

「学校評価について」
・今年度は、学校教育目標を「ふるさとを愛し　主体的に考え行動できる　自立した
子」とし教育活動に取り組んできた。
　評議員の方々には、オープンスクールやふれあい音楽会、登下校や地域での児童の
様子から、学校の取組の成果を学校内外で感じると評価していただいた。さらに、今
回の学校評価や今後の改善策についても妥当性を認めていただいた。
今後も、学校目標実現のためさらに取り組んでいきたい。

「基本的な生活習慣について」
・挨拶については、集団登校や社会体育など、集団の中では、大きな声でできてい
る。しかし、地域に帰り一人でいる時には、なかなかできていない状況もある。不審
者がおこした事件についてたくさんのことが報道されているので、そのことが影響し
ている面もあるのかもしれないが、今後も学校で指導を続けていくことは必要であ
る。
　さらに、家庭でのしつけが大切である。そのためには、学校から保護者への呼びか
けだけでなく、PTAからも保護者に呼びかけ、保護者の方々に自分のこととしてとらえ
ていただき、挨拶の輪を広げて行く取組が必要である。

・SNSやゲームなどが関係した問題が日々報道されている。命に関わる重大な事件も起
きている。学校では、情報モラルも含めて、より良い利用の仕方について継続して取
り組んでほしい。
　また、PTA講演会などを利用し、子ども達が事件に巻き込まれないよう、正しい利用
の仕方について、子ども達だけでなく保護者に今後も啓発していくことが大切であ
る。保護者への啓発では、保護者の方一人ひとりに身近な問題としてとらえていただ
けるよう、できるだけ具体的な情報と取組を伝えていくことが大切である。

・学校では、学期初めの1週間などの期間を決めて、児童が自分で生活リズムを整える
きっかけになるよう、毎日の起床時刻、学習時間やゲームをした時間などをチェック
する取組を行っている。
　社会問題となっているネット依存の児童が増加しているなどの状況もある。さら
に、PTAと協力し、ノーテレビ・ノーゲームの取組を今後も進めてほしい。食事の時は
テレビを消すなどの具体的な取組を紹介し、できることから始めていけばいいのでは
ないだろうか。

・地域での交流がなくなるなど社会環境が変わってきている。地域で子どもを育てる
ことも難しくなってきている。来年度から本格的に始まる学校運営協議会でも学校・
家庭・地域の協力のあり方を考えていく必要がある。

「いじめについて」
・定期的に「生活アンケート」や「いじめアンケート」を実施し毎月の生徒指導委員
会で情報交流するなど児童の様子の変化にアンテナを高くしたり、児童の気持ちに寄
り添いながら児童理解を深める研修に取り組んだりすることは継続してほしい。た
だ、いじめは、どこにでも起こりうるという意識を教職員にもう一度確認していただ
き、未然防止・早期対応に取り組んでほしい。

「学校行事について」
・全校生がそろい、児童一人ひとりが素晴らしい歌声を披露してくれる音楽会を毎年
楽しみにしている。ほかの小学校ではない、生野小学校ならではの取組である。これ
からも続けてほしい行事である。

・継続してほしい行事であるが、来年度から授業数が増える。音楽会に向け使える授
業数が無限にあるわけではない。子ども達に過度な負担がかからないよう、完璧なも
のを目指すのではなく、ある程度割り切って心に余裕を持って取り組むことが大切で
ある。

・一つの行事を取り組むことで、児童はたくさんのことを身につける。行事をやりき
ることは、児童にとってとても大切である。しかし、行事にかける時間と学習時間を
バランスよく計画しなければならない。何もかも全部できるわけではないので、行事
の精選は大切である。学校教育目標や地域の願いなどを念頭にやるべきこと、しない
ことを分けなければならない。

・全教職員が、学校教育目標達成に向け教育活動に
取り組むことができている。また、保護者や地域の
方々の学校行事への参加が多く協力を得ることもで
きている。
・保護者や地域の方々から本校教育活動への理解を
得るため、積極的に情報を発信するなど、今後も工
夫した取組を進めていく。

自己評価の妥当性（学校関係者評価の意見等）


